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１．はじめに  
 近年、連続繊維シート(以下 CFRP シート)を用いた鉄筋コンクリ
ート(以下 RC)構造物の補強は、頻繁に行われている．この CFRP

シートをせん断補強材として用いた場合、せん断力は、RC と CFRP

シートによって担うこととなる．しかしながら、CFRP シートを貼
付した場合のせん断変形や、せん断変形に及ぼす CFRP シートの
影響に関して、未だ検討の余地が多いように思われる． 

 本検討は、せん断力の作用を受ける RC に対する CFRP シート
の影響について検討を行った．ここでは、せん断力の作用とせん
断変形をモデル化した Push-off 試験体 1)によるせん断試験を行っ
た．これより、CFRP シート貼付によるせん断力作用下の RC の変
形と、せん断応力- 鉄筋ひずみの関係に関する基礎的な性状を明
らかにすることを目的とした． 

２．実験概要  
 試験体形状は、図- 1 に示すように、Push-off 型であり、高さ
1200mm×幅 800mm×奥行き 150mm、せん断面長さは 450mm であ
る．せん断補強筋には、D10 を 125mm 間隔で３本配置した．実験
条件は、表- 1 に示すように、CFRP シートの有無、種類、補強量
とした．CFRP シートは、炭素繊維とアラミド繊維とし、補強量、
貼付枚数、およびシート幅を条件とした．ここで、せん断補強筋
の角度θs は、せん断面と直角方向に配置し、θs=90°とした． 

 試験体作製は、普通セメントによるレディーミクストコンクリ
ート(Gmax=20mm、目標 Slump=12cm)を使用した。各使用材料の性
質は、表- 2 に示すとおりである． 

 載荷方法は、図- 1 に示すように、破壊まで漸次増加荷重とし、
フラットローラーを介し摩擦、および試験体の拘束を低減させた．
計測では、せん断面の鉛直変位 VD、および水平変位 HD を高感度
変位計（1/1000mm）により測定した．また、載荷時のひずみ測定
は、等角ロゼットゲージによる主ひずみの測定と鉄筋ひずみの測
定を行った． 

３．実験結果および考察  
 図- 2 は、ひび割れ発生時および最大荷重時のせん断応力と、シート補強量の関係を示したものである．図- 2

より、最大せん断応力は、CFRP シートを貼付した場合、無貼付に比べ大きな値を示したが、ひび割れ発生時のせ
ん断応力は各条件とも概略同じ値であった．また、貼付枚数によっても最大せん断応力は、同程度であった．次に、
図- 3 は、ひび割れ発生までのせん断面上の主ひずみ変化の傾向をモールのひずみ円を用いて示したものである． 
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図- 1 試験体形状および載荷方法 

 

表- 1 実験条件 

 
 

表- 2 使用材料の性質 
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図に示すように、主ひずみの方向は、CFRP シートの有無、種類、お
よび補強量に関係なく、ほぼ同じ軌跡を示していた．図- 2、3 より、
ひび割れ発生時直前までのせん断力作用下の RC は、CFRP シートの
貼付によらず、せん断応力とそれまでの変形過程が無貼付の場合と同
様の傾向を示した．次に、図-4 は、せん断面における鉛直・水平変位
の関係を示したものである．図に示すように、最大荷重までの鉛直・
水平変位は、CFRP シートの有無に関係なく、１mm 以下の変位であ
った。しかし、最大荷重以後では、CFRP シートの拘束によって水平
変位が無貼付より小さくなる傾向を示した．さらに、炭素繊維シート
の方がアラミド繊維シートよりヤング率が大きいため、水平変位が小
さくなる傾向であった．なお、シートはく離が顕著になったのは、鉛
直変位 2mm 以降である．これより、せん変形に対する CFRP シート
の貼付の影響は、ひび割れ発生までは関係なく、その後のひび割れの
水平変位を拘束することであると思われた． 

 図- 5 は、せん断応力と鉄筋ひずみの関係を示したものである．図
より、ひび割れ発生までの鉄筋ひずみの変化は、CFRP シートの有無、
種類、およびシート補強量に関係なく、ほぼ同じ傾向であった．また、
最大荷重は、各条件とも、鉄筋の降伏ひずみ(約 2000μ)前後で達する
傾向であった．しかし、無貼付の場合の鉄筋ひずみは、ひび割れ発生
後、直に降伏ひずみに達する傾向であったが、CFRP シートを貼付し
た場合の鉄筋ひずみは、ひび割れ発生後、せん断応力が増加しながら、
徐々に降伏ひずみに達する傾向を示した．これより、CFRP シートは、
ひび割れ発生後にせん断力を分担すると思われ、その結果、徐々に降
伏ひずみに至る傾向を示すと思われた．よって、このことが CFRP シ
ートを貼付した場合にせん断耐力が大きくなることと関係している
ように思われ、今後、さらに検討を行う必要がある． 

４．まとめ 
 本検討結果を要約すると、以下に示すようになる． 

 まず、せん断変形は、ひび割れ発生まではせん断応力、せん断変形
ともに CFRP シート貼付の影響が無く、無貼付とほぼ同じ挙動を示し
た．次に、せん断補強筋のひずみ変化は、CFRP シートの有無に関係
なく、最大荷重時でほぼ降伏ひずみに達した．しかし、無貼付の場合
は、ひび割れ発生後、直に降伏ひずみに達するのに対して、CFRP シ
ートを貼付した場合、せん断応力の増加を伴いながら、徐々に降伏ひ
ずみに達する傾向であった．これは、CFRP シートがひび割れ発生後
に鉄筋の変形を抑制したためであり、このことが、せん断耐力の増加
に影響したものと思われた． 
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図- 2 せん断応力̶シート補強量関係 

図- 3 モールのひずみ円 
 
 

図- 4 鉛直変位̶水平変位関係 

図- 5 せん断応力̶鉄筋ひずみ関係 
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